
担当職員の業務

　工場担当職員の勤務時間例

　工場担当職員の主な業務例
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　多くの工場では，１人の職
員で数十人の被収容者を担当
しており，過剰収容に伴い業
務量が著しく増加している。
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担当制の改善

　担当制の問題点については，当局内部においても以前から認識し，その在り方
について論議されてきたが，担当職員が受持ち受刑者を適時個別指導しな
がら集団を管理する処遇方法自体は基本的に維持しつつも，担当職員個人
に過度の裁量・責任を負わせるのではなく，組織的に対応することによ
り，担当制の利点を生かしつつ，その問題点の除去に努めてきた。

　　　　　　　　　　担当制（工場担当制）

　我が国の行刑施設において採用されている，各工場を担当する
職員が受持ち受刑者を適時個別指導しながら集団を管理する処遇
方法のこと

 　　　　 　【批判的な見解】

　 担当制においては，担当職員
の裁量が非常に大きく，恣意的
な運用が行われるおそれがある
のではないか。
　被収容者の質的変化（組織犯
罪者，薬物中毒者，高齢者，外
国人の増加等）や過剰収容に伴
い，担当制が有効に機能する前
提である職員と被収容者集団と
の共同体意識が失われているの
ではないか。

  　　　　  【評価する見解】

　担当制の有する心情把握機能
や相談的機能を生かしていくこ
とにより，血の通った処遇を行
うことできるのではないか。
　我が国の行刑施設において職
員と受刑者の人間関係を基盤に
した適切な指導，管理体制が確
立されているのは，担当制の採
用によるところが大きいのでは
ないか。

担当行刑から組織行刑へ

参考資料例
○「２１世紀における矯正運営
及び更生保護の在り方につい
て」＜抜粋＞（矯正保護審議
会）
○「工場担当制論」（赤塚康）

参考資料例
○「行刑運営の実情に関する中
間報告」＜抜粋＞（行刑運営に
関する調査検討委員会）
○「塀の中の日本」＜抜粋＞
（大芝靖郎）


























